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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
低次元ナノ構造チタニアが駆動する全光応答型の光触媒的抗菌・抗ウ

イルスコーティングの最適化 

研 究 責 任 者 ： 関野 徹（大阪大学） 

 

２．研究開発の目的 

存在を意識することなく、自律的に常に機能を発現することで、生活環境などの衛生維持に資するこ

とができ、メンテナンスフリーでありながら安定な抗菌・抗ウイルス性や揮発性有機化合物（VOC）など

の分解能を持つ光触媒コーティングおよび高機能部材の開発を視野に、ナノ異方構造チタニアを代表

材料として機能発現を最大化させる機構解明と材料創出を行う。室内光や自然光など、多様な光の元

で自発的・自律的に機能を発現することができ、日常生活・活動の安全・安心を担保できる環境を常に

提供できる材料・コーティングおよび複合材料部材として実装するためのナノ材料の構造および機能

検証と最適化研究開発を行う。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

チタニア系酸化物ナノチューブ材料を基盤とし、優れた光触媒特性（環境浄化、抗菌抗ウイルス性

等）を示す材料創製およびコーティングへの摘要に必要な研究開発を行った。官能基を材料に導入す

る従来とは全く異なる手法で可視光吸収特性を付与したペルオキソ基修飾チタニアナノチューブ

（PTNT）の光化学特性の解明、共ドーピングやナノ複合構造化による光触媒特性の向上を図った。出

発原料や溶液化学反応条件最適化により、一段階で高収率にかつ原料試薬廃棄を大幅に低減させた

合成プロセスを構築した。さらに、有機・無機相への分散性向上や機能化のために、表面へ有機分子

を簡便且つ高効率に修飾複合化する手法を開拓した。 

 

3-2. 今後の展開  

官能基（ペルオキソ基）修飾型可視光応答性チタニアナノチューブを核に、高品位材料のスケールア

ップ合成、元素固溶・担持による光触媒特性の更なる向上を行う。全光および微弱光での機能発現を

補完し、反応選択的光触媒能の優位性検証を進める。酸化タングステン/チタニア系複合触媒では構



造・機能最適化を進める。これらの構造・物性の特異性を活かし、環境浄化・衛生保全に加え、創・蓄

エネルギーやセンシング材料としての機能向上と産学連携を通じた応用展開を図る。 

 


